
第49巻　75号

令和８年３月３１日発行
編　集 早稲田大学稲光会
発行人 内田陽子
題　字 滝口 宏

http://wasedafencing.com

2025年度後期は、競技とチーム運営の
歯車が噛み合いました。全日本フェンシ
ング選手権大会・団体戦では女子サーブ
ルが準優勝。全日本学生フェンシング選
手権大会・個人戦では男子エペの中本尚
志（スポ3）が準優勝、圓尾晃生（スポ
2）が3位、男子サーブルは河原資起（先
進理工1）が準優勝、女子サーブルは山
崎妃奈乃（法3）が3位と、各種目で上位
進出が続きました。早慶戦は男子エペの
粘りと、一体となった熱き早稲田魂に後
押しされ、総合優勝を獲得しました。こ
れらを支えたのがコーチ・トレーナー体
制です。トレーナー再編と外部連携の強
化により怪我は減り、試合前後のブリー
フィング／ディブリーフィングの機会も
増え、勝負の質が向上しました。それか
ら、高校生のリクルート活動の拡充を通
し、総合型選抜 II 群・自己推薦・指定
校推薦で合計4名の合格につながり、将
来の層づくりにも手応えを感じています。
春からの闘いにもオープンマインドで前
進してまいります。応援の程、よろしく
お願いいたします。（監督・堀井清毅）

稲光会の日と後期納会を合同で開催

全日本、全日本学生、関東学生の３大会にて
部員・OB優勝、準優勝メダルラッシュ！

全日本学生 男子エペ個人中本（スポ3）準優勝！

全日本学生大会集合写真

全日本学生 男子サーブル個人河原（先進理工1） 準優勝！
松山（R1年卒）全日本 男子フルーレ個人優勝おめでとう！ 加納（R2年卒）全日本 男子エペ個人優勝おめでとう！

松山さん（R1年卒）鉄壁の守りと
鋭い攻め

全日本女子サーブル団体準優勝！

左/出野さん（H4年卒）土曜日午後は
教場で体育実技講師やっています
右/坂さん（H20年卒）帰任の挨拶

金城庵2階は洋室に様変わり 竹内主将から次期三役を紹介

平野会長挨拶

下期講評

12月20日（土）17時、早稲田の杜のすぐ傍、
歴史ある「金城庵」にて、稲光会の日と部
員の後期納会を、初めて合同で開催いた
しました。意識したのは、かつて30代の
若手OBOGたちが家族を連れて集ってい
た時代の、あの「飾らない懇親会」への
原点回帰。格式張った形式を一度手放し、
席はくじ引きで決め、手酌で酌み交わ
す、そんなカジュアルな演出が、かえって
世代間の距離を縮めたように思いました。
いつまでも凛とした佇まいでいらっしゃる
越茂樹さん（S27年卒）をはじめ、久しぶ
りに顔を見せた若手OBOGたち、そして
後期大会で多数のタイトルを獲得した部
員たちを含めた計48名の笑顔が、会場
のあちこちで花開きました。かつての記
憶と今の情熱が交差するなか、金城庵の
二階は、いつまでも尽きることのない談
笑の声に包まれました。最後は高らかに
「都の西北」を熱唱し、閉会となりました。
（企画・運営／副会長・内田陽子）

鬼澤さん（H26年卒）
駆けつけ一杯

奥村さん（H28年卒）
は議員として活躍中



早慶戦、粘りのＶＶＶ！

稲光会費を納入いただいている会員の皆さまには
厚くお礼を申し上げます。納入いただいた会費は、
主に「現役部員の活動支援金」をはじめ、「稲光
会の運営経費」や「フェンシング関連団体への
拠出金」として、大切に活用させていただいてお
ります。万一不足が生じた際には、部員への直接
支援を縮小せざるを得ない懸念がございます。つ
きましては、フェンシング部のさらなる躍進を期し、
何卒本趣旨にご賛同いただき、会費納入へのご協
力をお願い申し上げます。※満80歳以上の会員様
は、規定により会費を免除させていただきます。

2026年度 稲光会費納入のお願い

早稲田大学
稲光会

「Facebook」

早稲田大学
フェンシング部
「インスタグラム」

稲光会費：12,000円

振込先：みずほ銀行日本橋支店　
　　　　普通口座 2424751   早稲田大学稲光会
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戦績 ※個人8位以上

女子フルーレ 5位
女子エペ 4位
女子サーブル 3位
男子フルーレ 9位
男子エペ 8位
男子サーブル 6位

女子フルーレ 6位 沼田 美咲
女子サーブル 優勝 板橋 香菜子
 6位 山崎 妃奈乃
男子サーブル  準優勝 佐藤 悠雅

第77回 関東学生フェンシング選手権大会
10月17～21日

女子フルーレ 7位
女子エペ 10位
女子サーブル 3位
男子フルーレ 15位
男子エペ 8位
男子サーブル 8位

女子フルーレ 6位 早川 葵彩
女子サーブル 3T位 山崎 妃奈乃
 6位 板橋 香菜子
男子エペ 準優勝 中本 尚志
 3T位 圓尾 晃生
 7位 大坂 真脩
男子サーブル 準優勝 河原 資起
 6位 佐藤 悠雅

2025年度 全日本学生フェンシング選手権大会
10月25～29日

女子フルーレ 8位
女子サーブル 準優勝
男子エペ 11位

第78回全日本フェンシング選手権大会・団体戦
11月21～23日

女子サーブル 準優勝 奥村 春香
男子サーブル 準優勝 河原 資起

第33回JOCジュニア・オリンピック・カップ大会フェンシング競技
1月8～11日

12月13日（土）、慶應義塾大学日吉記念館に
て、伝統の一戦、『第78回早慶定期戦』が行
われました。男子は、慶應に君臨するパリオリ
ンピックフルーレ金メダリスト、飯村選手がい
る中で、 対する早稲田は10月に全日本学生選手
権で個人準優勝を獲得したサーブルのエース河
原を遠征で欠くという、まさに万全とは言い難
い状況下で挑むことになりました。強敵を前に、
フルーレ、サーブルは惜しくもゲームを逃しまし
たが、エペは中本（スポ3年）を中心に執念の
奮闘で、価値ある一勝を掴むことができました。
一方女子は、早川（スポ3年）、沼田（政経2年）
が率いるフルーレで残り1点を掴み取ることがで
きず勝利を逃すものの、サーブルは山崎（法3年）、
エペは太田（スポ2年）の磐石体制を武器に怒
涛の勢いで慶應を圧倒し、二つの白星を勝ち取
ることができました。総合結果では男女の通算
勝数は引き分けという大接戦ではありましたが、
女子の凄まじい健闘が実を結び、得失点差に
おいて早稲田が総合優勝を掴むことができまし
た。来年は早稲田キャンパスでの開催です。
Ｖ４制覇の栄冠を取りにいきましょう。（副会長・
内田陽子）

創部80周年目　三役の紹介

女子エペ エース太田 女子サーブル山崎、安定感抜群 女子フルーレ1点に泣く

優勝した板橋香菜子

準優勝の佐藤悠雅

男子エペ価値ある一勝

総合優勝記念撮影

おくやみ

本年は日吉キャンパスにて開催

男子サーブル残念！ 男子フルーレ世界金を相手に苦しい戦い

1月上旬、地方でフェンシングの指導に携わる
OBOGの皆様が、教え子であるチームを引き連
れ、東京・駒沢屋内球技場で開催された「ジュ
ニアオリンピックカップ」に集いました。こ
の機会に合わせ、30代から40代によるOBOG

にて親睦会が渋谷で開催され、世代を超えた
交流を深めました。吉澤千恵さん（H19年卒）、
山口友生さん（H24年卒）、津江碧さん（H28

年卒）、本間邦彦さん（H12年卒）、フェンシン
グの発展にご尽力くださり有難うございます。
次代の早稲田を牽引する、多才な人材の輩出
を期待しております。（副会長・内田陽子）

OBOG 近況報告

主将
中本 尚志
NAOSHI NAKAMOTO

今年度より主将を務めることとなりました中本
尚志と申します。歴史ある我が部の責任ある立
場を任され、非常に身の引き締まる思いです。「全
員で勝つ」をスローガンに掲げ、悲願の目標達
成に向けて部員一丸となり精進してまいります。
稲光会の皆様、今後とも変わらぬご指導と温か
いご声援を賜りますようお願い申し上げます。

副将
伊藤 花乃
KANO ITOH

昨年に引き続き、副将を務めさせていただきま
す。昨年得た経験を糧に、今年はより広い視野
で組織を俯瞰し、主将、主務を支えます。部員
一人ひとりが最大限の力を発揮できるよう、風
通しの良い環境づくりと徹底したフォローを行
い、最高のチームを作れるよう尽力します。応
援のほどよろしくお願いいたしましす。

主務
小川 梨花
RINKA OGAWA

昨年に引き続き、主務を務めさせていただきま
す。マネージャーとして部を基盤から支えるとと
もに、私自身が卒業した後も、部員が安心して
フェンシングに打ち込める環境と運営体制を整
えることを目標に活動して参ります。微力ではご
ざいますが、部の発展に尽力して参りますので、
本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

2月19日より5日間、山梨県山中湖の「グリー
ンヒルズニューみなみ」において春季合宿を
実施いたしました。雄大な富士の麓、凛とし
た空気の中で、春の公式戦を見据えた徹底的
な心身の練り上げを行いました。早朝の冷気
から夜のミーティングまで、一切の妥協なく
自分自身と向き合ったこの経験は、必ずや今
シーズンの糧になると信じております。合宿
にあたり、ご指導・ご鞭撻をいただきました
OB・OGの皆さまに、部員一同、心より厚く御
礼申し上げます。（部員一同）

春合宿のご報告

男子の苦戦を跳ね返す、女子の速攻！
怒涛の快進撃で総合優勝を掴み取る！

女子サーブル ○早稲田 45ｰ26 慶應●

男子エペ ○早稲田 44ｰ43 慶應●

女子エペ ○早稲田 45ｰ30 慶應●

男子フルーレ ●早稲田 25ｰ45 慶應○

女子フルーレ ●早稲田 44ｰ45 慶應○

男子サーブル ●早稲田 37ｰ45 慶應○

女子 2勝1敗

男子 1勝2敗

総合 3勝3敗 ○早稲田 240-234 慶應●

試合結果

最終結果

金子誠先輩（S25年卒）が25年9月6日に99歳にて
お亡くなりになりました。通夜、告別式は9月13日、
14日に文京区の道灌山会館にて執り行われました。
金子先輩は創部当時のメンバーであり、長く稲光会
の会長を務められ、佃煮の中野屋では多くの部員が
アルバイトをさせていただいたこともありました。通夜、
告別式には多くの稲光会会員や現役部員も参列し、
稲光会とフェンシング部を代表して植竹さんが弔辞を
読み、校歌の斉唱でお送りしました。（会長・平野）


